
＜新たな津波浸水予測図（素案）について＞ 
 
１．対象地震と対象津波 

以下に示す 12 地震により生じる津波を対象とし、陸上を含めた 12m メッシュでの浸水シ

ミュレーション計算を実施した。 

 

（対象地震） 

明応型地震 

慶長型地震 

南関東地震 

神奈川県西部地震 

東海地震 

神奈川県東部地震 

神縄・国府津－松田断層帯地震 

元禄型関東地震 

元禄型関東地震と神縄・国府津－松田断層帯の連動地震 

房総半島南東沖地震 

三浦半島断層群－鴨川低地断層帯地震 

東京湾内地震 

※三浦半島断層群地震と東京湾北部地震については、新たな知見がないこと、ま

た、H20 神奈川県地震被害想定調査結果により、津波高さが低いことからシ

ミュレーション実施対象から外した。 

 

◎今回のシミュレーションにおける設定条件について 

○前回のシミュレーション手法及び条件を踏まえる。 

○アンダーパスについては、最小の１2m メッシュを考慮し浸水の影響が考えら

れる幅を 6m 以上と設定し、現地踏査によりアンダーパスを入力した。 

○海岸保全施設が、想定地震によりどのように変位するかは不確定であり、面で

起こる浸水は背後地盤の高さが大きく影響するため、護岸形式の施設に関して

は原則として背後地盤で評価することとする。（ただし、耐震評価、地震動の

評価をしているものは考慮した。） 

 

 

資料２ 

考慮しない 



（１）明応型地震 

1498年の明応地震は地震の揺れも津波も大きく、痕跡等の史料は乏しいが、鎌倉付近で

過去最大規模の津波を生じていることから対象とする。 

東海道沖の相田（1981）の断層（MO4）を基に、プレート内地震として反転した高角正断

層とし、本県に対し最大クラスの津波を生じる地震を想定した。 

 
（２）慶長型地震 

1605年の慶長地震は、地震の揺れはあまり大きくなくても津波が大きい地震（津波地震）

として知られており、痕跡等の史料は乏しいが、本県に対し最大規模の津波を生じる可能

性があるため対象とする。 

明応型よりも沖合いの相田（1981）の断層（KT3）を基に、高角正断層として房総沖ま

で延長し、本県に対し最大クラスの津波を生じる地震を想定した。 

 
（３）南関東地震 

従来（H20）と同じモデル 

現在の県・市町の防災目標とする想定地震であり、海岸保全における津波防護目標（断

層モデルは旧モデル（H11）で設定）である。 

地震調査研究推進本部（平成23年1月の長期評価）によれば、次のように評価されている。 

発生間隔：200～400 年、今後 50 年間の発生確率：0～7％ 
 

（４）神奈川県西部地震 

従来（H20）と同じモデル 

現在の地域防災計画で切迫性が指摘され、津波被害についても想定される地震である。

また、海岸保全における津波防護目標（断層モデルは旧モデル（H11）で設定）である。 

歴史地震から見ると次のように評価されており、切迫性がある。 

発生間隔：70 年 

 
（５）東海地震 

従来（H20）と同じモデル 

中央防災会議「東海地震に関する専門調査会」で想定されている地震で、駿河トラフを

震源域とし、切迫性の高い地震である。地震調査研究推進本部（平成23年１月の長期評価）

によれば、次のように評価されている。 

発生間隔：119 年（参考値：一部活動含む） 

今後 30 年間の発生確率：87％（参考値：「全国地震動予測値図」報告書で用いた方法

による想定東海地震の確率） 

 
（６）神縄・国府津－松田断層帯地震 

従来（H20）と同じモデル 

中央防災会議により同断層の津波想定もされており、津波被害が想定されるため対象と



する。地震調査研究推進本部（平成23年１月の長期評価）によれば、次のように評価され

ている。 

発生間隔：800～1300 年、今後 50 年間の発生確率：0.4～30％ 

 

（７）神奈川県東部地震 

従来（H20）と同じモデル 

中央防災会議の「南関東地域直下の地震対策に関する大綱」で検討されたフィリピン海

プレート境界面で発生する地震の検討結果を踏まえ、県庁直下を震源とした断層モデルと

して、危機管理的に設定した。 

 
（８）元禄型関東地震 

過去、実際に発生した地震であり、大きな津波被害を起こすことが予想されることから、

検討対象とする。房総半島南端部の隆起パターンについての最新の知見を取り入れた宍倉

（2003）の震源モデルを用いた。 

地震調査研究推進本部（平成２３年１月の長期評価）によれば、次のように評価されて

いる。 

発生間隔：2300 年、今後 50 年間の発生確率：0.0％ 

 
（９）元禄型関東地震と神縄・国府津－松田断層帯の連動地震 

可能性がある連動ケースとして、上記（５）と（８）の連動を想定した。 

元禄型関東地震（上記８．）発生の 3分後に、神縄・国府津－松田断層帯の地震（上記４．）

が発生するシナリオとする。 

 
（10）房総半島南東沖地震 

過去に事例はないが、今後、日本海溝付近で起きる可能性がある地震として三重会合点

付近で生じる地震（規模は明治三陸地震程度）を想定した。 

震源が比較的遠いため、地震の揺れはあまり大きくなくても津波は比較的大きい地震と

して対象とした。 

 
（11）三浦半島断層群－鴨川低地断層帯地震 

従来（H20）は、中央防災会議「首都直下地震対策専門調査会」の想定に準じたモデルを

用いていたが、津波の観点から東京湾内部への影響を考え、東京湾湾口部で生じる可能性

がある地震（南関東断層のスプレー断層）として、三浦半島断層群から鴨川低地断層へと

向かう海域を含めた断層を想定した。 

 
（12）東京湾内地震 

首都圏減災プロジェクトで新たに見つけられた本牧～君津付近の断層を震源とする地震

であり、活断層かどうかはまだ明らかではないが、東京湾内部への影響が大きい地震の１

つとして想定した。 




